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い
わ
ゆ
る

「
一
般
的
大
動
乱
」計
画
に
つ
い
て

寺

崎

修

一
は
し
が
き

一
「
自
由
党
史
」
の
記
述
の
真
偽

ニ
む
す
び

t土

し

カミ

き

自
由
民
権
運
動
研
究
史
上
、
解
明
す
べ
き
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
「
自
由
党
史
」
に
み
え
る
次
の
一
節
の
真
偽
の
問
題
が
払
記
。

「
政
府
の
暴
圧
は
日
一
日
に
加
は
り
、
同
志
の
集
会
条
例
違
犯
、
官
吏
侮
辱
罪
に
問
は
る
t
A
者
多
く
、
皆
な
以
為
ら
く
、
今

日
の
政
府
に
よ
っ
て
憲
政
の
樹
立
を
望
む
は
木
に
縁
っ
て
魚
を
求
む
る
の
類
の
み
。
従
来
政
府
の
行
動
を
以
て
す
れ
ば
、
廿

三
年
の
国
会
開
設
は
到
底
信
を
置
く
に
足
ら
ず
。
是
故
に
如
か
ず
、
先
づ
専
制
政
府
を
顛
覆
し
て
、
完
美
な
る
立
憲
政
体
を

樹
立
せ
ん
に
は
と
。
然
れ
ど
も
彼
等
は
（
静
岡
事
件
関
係
者
を
さ
す
i
l

筆
者
註
）
僅
々
一
地
方
の
暴
発
は
、
以
て
軍
隊
と
警
察

力
と
を
有
せ
る
政
府
に
抗
す
る
に
足
ら
ざ
る
を
思
ひ
、
広
く
天
下
の
同
志
を
糾
合
す
る
の
必
要
を
感
ぜ
る
も
の
、
是
に
於
て

色、

一
般
的
大
動
乱
の
陰
謀
成
れ
り
。
則
ち
党
員
各
々
部
署
を
定
め
て
、
各
地
の
自
由
党
員
と
謀
を
通
じ
、
山
岡
は
茨
城
に
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至
り
て
富
松
等
に
会
し
、
薮
、
村
上
等
は
大
阪
事
件
の
内
藤
六
四
郎
と
通
じ
、
宮
本
は
加
波
山
激
挙
の
平
尾
八
十
吉
と
通

じ
、
又
た
飯
田
事
件
の
村
松
愛
蔵
、
八
木
重
治
、
名
古
屋
事
件
の
奥
宮
健
之
、
久
野
幸
太
郎
、
塚
原
九
輪
吉
等
と
共
に
暗
に
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気
脈
を
通
ぜ
り
。
」

す
な
わ
ち
、
右
の
一
節
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
「
一
般
的
大
動
乱
の
陰
謀
」
計
画
が
、
実
際
に
存
在
し
た
の
か
否
か
の
問
題

ー

l

換
言
す
れ
ば
、
明
治
十
七
年
前
後
に
各
地
で
計
画
さ
れ
た
静
岡
事
件
、
加
波
山
事
件
、
大
阪
事
件
、
飯
田
事
件
、
名
古
屋
事
件
の

関
係
者
が
た
が
い
に
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
か
否
か
の
問
題
ー
ー
ー
が
こ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

「
い
ま
も
っ
て
諸
家
の
聞
に
大
き
な
疑
問
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
『
自
由
党
史
』
の
つ
ぎ
の
行
文
｜
｜
（
略
）ll
l

。
こ
れ
が

事
実
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
断
定
は
、
い
ま
の
わ
た
し
に
は
、
残
念
な
が
ら
不
可
能
で
あ
る
。
」

と
述
べ
る
後
藤
靖
氏
の
見
解
、
あ
る
い
は
、
「
小
池
勇
自
叙
伝
」
の
記
述
を
も
と
に
、

「
『
一
般
的
大
動
乱
』
の
進
展
は
そ
の
後
の
運
動
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
実
情
で
あ
っ
た
に
し
ろ
、
大
動
乱
の
計
画
が
実
際

に
進
ん
で
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
に

と
述
ベ
、
こ
れ
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
村
上
貢
氏
の
見
解
、
そ
し
て
さ
ら
に
は
、

「
伝
え
ら
れ
る
『
一
般
的
大
動
乱
』
計
画
な
る
も
の
の
内
容
は
、
飯
田
、
静
岡
両
事
件
被
告
の
間
に
具
体
的
挙
兵
計
画
の
あ

る
程
度
の
合
意
の
進
捗
を
推
測
で
き
る
程
度
で
あ
り
、
他
の
事
件
の
場
合
に
は
そ
の
よ
う
な
推
測
さ
え
も
無
理
で
あ
る
。
」

(5
) 

と
述
ベ
、
こ
れ
を
否
定
的
に
と
ら
え
る
原
口
清
氏
の
見
解
等
々
が
あ
っ
て
、
い
ま
だ
学
界
に
お
い
て
定
説
を
み
な
い
。

本
稿
は
、
従
来
の
研
究
に
利
用
さ
れ
た
諸
文
献
の
ほ
か
に
、
近
時
、
手
塚
豊
博
士
と
私
と
の
共
作
で
「
法
学
研
究
」
誌
上
に
発
表
し

た
「
自
由
党
静
岡
事
件
に
関
す
る
新
資
料
｜
｜
鈴
木
音
高
外
八
名
国
事
一
一
関
ス
ル
供
述
書
い
は
」
（
以
下
「
新
資
料
」
と
略
す
て
あ
る
い



は
、
現
在
、
法
務
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
長
野
県
国
事
犯
村
松
愛
蔵
等
ニ
関
ス
ル
一
件
書
類
」
（
全
三
冊
）
、
「
愛
知
県
大
島
渚
等
強
盗
事

件
書
類
」
（
全
二
冊
）
等
々
の
諸
資
料
を
利
用
し
、
あ
ら
た
め
て
上
記
の
問
題
の
検
討
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
若
干
の
卑
見
を
述
べ
よ

(7
) 

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

いわゆる「一般的大動乱」計画について（寺崎）

（1
）
「
自
由
党
史
」
下
巻
（
岩
波
文
庫
本
）
・
一
一
一
O
頁
｜
一
一
二
頁
。

（2
）
い
わ
ゆ
る
二
般
的
大
動
乱
」
計
画
に
つ
い
て
は
、
関
戸
覚
蔵
「
東
陸
民
権
史
」
（
明
治
三
十
六
年
）
・
五
八
六
頁
、
田
岡
嶺
雲
「
明
治
叛
臣
伝
」
（
明
治
四
十
二

年
）
・
一
八
八
頁
｜
一
九O
頁
に
も
、
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
な
ら
ば
、
前
掲
「
自
由
党
史
」
（
明
治
四
十
三
年
）
よ
り
も
は
や
く
刊
行
さ
れ
た
上

記
二
書
の
記
述
内
容
を
問
題
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
す
で
に
学
界
で
は
、
前
掲
「
自
由
党
史
」
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
の
論
議
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

考
慮
し
、
こ
こ
で
は
大
勢
に
し
た
が
う
こ
と
に
し
た
。

（3
）
後
藤
靖
「
自
由
民
権
運
動
」
・
昭
和
三
十
三
年
・
一
四
六
頁
。

（4
）
村
上
貢
「
『
静
岡
事
件
』
参
画
者
小
池
勇
の
半
生
向
」
・
歴
史
評
論
・
一
五
六
号
・
昭
和
三
十
八
年
八
月
・
七
六
頁
。
な
お
、
こ
の
村
上
説
に
対
し
、
手
塚
博
士
は
、

い
ち
は
や
く
賛
意
を
表
明
さ
れ
（
手
塚
豊
「
自
由
党
静
岡
事
件
裁
判
小
考
」
・
法
学
研
究
・
第
四
十
巻
第
五
号
・
昭
和
四
十
二
年
五
月
・
九
頁
）
、
家
永
三
郎
博
士
も
ま

た
、
深
い
関
心
を
よ
せ
て
お
ら
れ
る
（
家
永
三
郎
「
思
想
史
か
ら
み
た
群
馬
事
件
」
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
群
馬
事
件
・
昭
和
五
十
四
年
・
一
九
八
頁
｜
一
九
九
頁
）
。

（5
）
原
口
清
「
明
治
前
期
地
方
政
治
史
研
究
」
下
巻
・
昭
和
四
十
九
年
・
四
七
七
頁l
四
七
八
頁
。

（6
）
手
塚
豊
・
寺
崎
修
「
自
由
党
静
岡
事
件
に
関
す
る
新
資
料
｜
｜
鈴
木
音
高
外
八
名
国
事
ニ
関
ス
ル
供
述
書
｜
｜
」
・
法
学
研
究
・
第
五
十
五
巻
第
二
号
・
昭
和
五

十
七
年
二
月
・
七
二
頁
以
下
。
な
お
、
こ
の
資
料
は
、
昭
和
五
十
七
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
「
手
塚
豊
著
作
集
」
第
二
巻
・
二
一
一
頁
以
下
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（7
）
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
資
料
の
引
用
に
際
し
て
は
、
適
宜
句
読
点
を
施
し
た
。
ま
た
、
旧
漢
字
体
に
つ
い
て
は
、
現
在
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
降
、

ブ
な
ど
の
合
字
に
つ
い
て
は
、
ト
モ
コ
ト
な
ど
に
、
ュ
、
ぷ
な
ど
の
変
体
仮
名
に
つ
い
て
は
、
－
一
、
ヨ
リ
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
め
た
。

「
自
由
党
史
」
の
記
述
の
真
偽

あ
え
て
く
り
返
し
て
お
く
が
、
こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
は
、
静
岡
事
件
関
係
者
が
加
波
山
事
件
、
飯
田
事
件
、
名
古
屋
事
件
、
大
阪

事
件
の
関
係
者
た
ち
と
「
謀
を
通
じ
」
「
暗
に
気
脈
を
通
」
じ
た
と
い
う
「
自
由
党
史
」
の
記
述
を
事
実
と
み
と
め
う
る
か
否
か
で
あ
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る
。
近
年
、
原
口
清
氏
は
、
各
事
件
関
係
者
の
相
互
の
む
す
び
つ
き
の
程
度
が
、
「
盟
約
」
を
む
す
ぶ
ま
で
に
は
成
熟
し
て
い
な
か
っ



た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
具
体
的
な
挙
兵
計
画
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
い
わ
ゆ
る
二
般
的
大
動
乱
」
計
画

(1
) 

の
存
在
に
つ
い
て
再
び
否
定
的
な
見
解
を
表
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
そ
の
よ
う
な
「
盟
約
」
の
存
否
や
、
具
体
的
232 

挙
兵
計
画
の
存
否
で
は
な
く
、
ま
さ
に
、
「
謀
を
通
じ
」
「
暗
に
気
脈
を
通
」
ず
る
程
度
の
連
携
の
存
否
で
あ
る
。
自
由
党
関
係
の
諸
騒

擾
事
件
が
そ
れ
ぞ
れ
の
独
立
性
を
失
う
段
階
に
ま
で
は
い
た
っ
て
お
ら
ず
（
各
組
織
間
で
盟
約
や
具
体
的
挙
兵
計
画
が
確
立
さ
れ
た
段
階
で
、

個
々
の
事
件
は
、
独
立
性
を
失
い

一
個
の
大
規
模
な
事
件
と
な
る
で
あ
ろ
う
て
し
た
が
っ
て
、
各
組
織
間
に
明
確
な
「
盟
約
」
や
具
体
的
挙

兵
計
画
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
認
識
は
、た
ん
に
「
自
由
党
史
」
の
記
述
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
学
界
に
お
い
て
も
当

然
の
大
前
提
と
さ
れ
て
き
た
事
が
ら
で
あ
り
、
こ
と
さ
ら
に
同
氏
が
右
の
大
前
提
自
体
を
問
題
と
さ
れ
る
意
図
は
、

よ
く
わ
か
ら
な

い
。
本
稿
に
お
い
て
、
原
口
氏
の
見
解
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
も
つ
ば
ら
「
自
由
党
史
」
の
記
述
の
検
討
に
重
点
を
お
く
の
は
、

同
氏
の
見
解
の
出
発
点
が
、
す
で
に
、
右
の
大
前
提
の
枠
の
外
に
あ
り
、
そ
の
考
証
も
ま
た
、
枠
外
の
原
理
に
立
っ
て
論
ず
る
立
場
で

あ
る
と
み
と
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
下
、
「
自
由
党
史
」
に
み
え
る
記
述
の
う
ち
、
と
く
に
重
要
と
思
わ
れ
る
部
分
を
採
り
あ
げ
、
こ
れ
を
分
説
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

付

静
岡
事
件
関
係
者
と
加
波
山
事
件
関
係
者
の
接
触

「
自
由
党
史
」
に
み
え
る
静
岡
事
件
の
首
謀
者
山
岡
（
鈴
木
）
音
高
（
静
岡
事
件
で
有
期
徒
刑
十
四
年
）
と
加
波
山
事
件
の
中
心
人
物
富
松

正
安
（
加
波
山
事
件
で
死
刑
）
と
の
接
触
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
裏
づ
け
る
資
料
は
、
従
来
、
全
く
み
あ
た
ら
な
か
っ
た
が
、

言
及
し
た
山
岡
の
「
国
事
犯
罪
申
立
書
」
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に

「
自
由
党
ノ
会
議
其
期
一
一
迫
ル
ヲ
以
テ
：
：
：
彼
ノ
重
任
ヲ
負
ヒ
テ
出
京
シ
：
：
：
茨
城
県
人
富
松
正
安
仙
波
兵
庫
ノ
両
人
ヲ
得

又
仙
波
兵
庫
ノ
斡
旋
ヲ
以
テ
群
馬
県
高
崎
ノ
人
深
井
卓
爾
伊
賀
我
何
人
ノ
同
盟
連
絡
ヲ
得
猶
其
四
人
ノ
同
盟
者
数
十
名
モ
与



－
一
事
－
一
当
リ
テ
勃
興
ス
ル
ノ
盟
約
ヲ
整
へ
後
更
－
一
深
井
伊
賀
ノ
同
盟
中
費
金
強
奪
ノ
事
－
一
付
既
－
一
実
験
ア
ル
モ
ノ
数
名
ア
ル

ヲ
聞
知
シ
其
人
ヲ
借
ラ
ン
コ
ト
ヲ
依
頼
ス
ル
為
メ
音
高
ハ
三
月
中
旬
高
崎
ニ
至
リ
同
地
ノ
有
志
一
一
面
会
シ
仙
波
兵
庫
ト
与
－
一

之
ヲ
依
頼
シ
タ
ル
ニ
異
議
ナ
グ
承
諾
ヲ
得
タ
ル
ヲ
以
テ
直
－
一
東
京
一
一
帰
リ
其
人
ノ
到
ル
ヲ
待
チ
タ
リ
。
然
ル
ニ
音
高
等
不
幸

ニ
シ
テ
其
協
議
探
索
ノ
聞
グ
所
ト
ナ
リ
為
メ
ニ
伊
賀
深
井
等
モ
人
ヲ
派
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ニ
至
リ
数
日
ノ
苦
難
モ
万
般
ノ
画
策

モ
空
ク
一
朝
ノ
姻
霧
ト
化
シ
去
リ
終
ニ
赤
手
郷
里
－
一
帰
ラ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ノ
不
幸
一
一
陥
リ
止
ム
ヲ
得
ス
後
来
ヲ
約
シ
気
息
ヲ

通
ス
ル
コ
ト
ヲ
誓
ヒ
三
月
下
旬
ヲ
以
テ
東
京
ヲ
発
シ
帰
県
ノ
途
一
一
就
キ
タ
リ
（
盟
問
照
明
傾
郡
信
仰
宮
崎
両
）
。
」

こ
れ
に
よ
る
と
、
山
岡
は
、
付
明
治
十
七
年
春
の
自
由
党
大
会
に
出
席
の
た
め
上
京
し
、
富
松
正
安
、
お
よ
び
仙
波
兵
庫
（
加
波
山

事
件
で
逮
捕
さ
れ
る
が
、
の
ち
に
放
免
）
に
接
触
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
仙
波
の
紹
介
に
よ
り
、
吉
岡
崎
有
信
社
の
深
井
卓
爾
、
伊
賀
我
何
人

いわゆる「一般的大動乱」計画について（寺崎）

の
両
名
と
も
「
同
盟
連
絡
」
を
整
え
た
こ
と
、

O
さ
ら
に
、
同
年
三
月
中
旬
、
山
岡
は
、
仙
波
と
と
も
に
高
崎
ヘ
行
き
、
「
費
金
強
奪

ノ
事
一
一
付
既
ニ
実
験
ア
ル
モ
ノ
」
を
「
借
ラ
ン
コ
ト
ヲ
依
頼
」
し
、
「
承
諾
ヲ
得
タ
」
こ
と
、
同
し
か
し
、
「
其
協
議
」
は
、
密
偵
の
知

る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
、
結
局
は
失
敗
に
お
わ
り
、
三
月
下
旬
、
山
岡
は
、
「
止
ム
ヲ
得
ス
後
来
ヲ
約
シ
、
気
息
ヲ
通
ス
ル
コ
ト
ヲ
誓
」

っ
て
静
岡
に
帰
っ
た
こ
と
等
々
が
わ
か
る

い
う
ま
で
も
な
く
富
松
は
、
そ
の
後
下
館
に
有
為
館
を
開
設
し
た
茨
城
県
の
自
由
党
員
で
あ
り
、
大
井
憲
太
郎
、
宮
部
裏
、
斉
藤
壬

生
雄
、
館
野
芳
之
助
ら
と
と
も
に
「
関
東
決
死
派
」
の
一
員
と
目
さ
れ
た
過
激
分
子
で
あ
る
。
ま
た
、
仙
波
は
、
保
多
駒
吉
（
加
波
山

事
件
で
死
刑
）
、
玉
水
嘉
一
（
加
波
山
事
件
で
無
期
徒
刑
）
ら
と
と
も
に
、
富
松
の
配
下
に
あ
っ
た
過
激
派
で
あ
る
。

こ
の
富
松
ら
と
「
後
来
ヲ
約
シ
、
気
息
ヲ
通
ス
ル
コ
ト
ヲ
誓
」
っ
た
山
岡
が
、
そ
の
後
再
び
か
れ
ら
と
謀
議
を
お
こ
な
っ
た
か
ど
う

か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
静
岡
事
件
関
係
者
と
加
波
山
事
件
関
係
者
と
の
接
触
が
そ
の
後
、
切
断
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
は
、
間
違
い
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な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
「
湊
省
太
郎
上
申
書
」
お
よ
び
「
湊
省
太
郎
訊
問
調
書L
に
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て



(4
} 

明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
に
、

「
其
月
（
明
治
十
七
年
七
月
を
さ
す
l

！
筆
者
註
）
十
六
日
ヲ
以
テ
出
京
宮
本
鏡
太
郎
ノ
紹
介
ニ
テ
築
地
ナ
ル
有
一
館
ニ
テ
故
福
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回
定
一
郎
故
平
尾
八
十
吉
等
ト
屡
々
謀
議
前
途
大
ニ
望
ア
ル
ヲ
以
テ
一
旦
帰
国
、
事
ヲ
遂
ケ
ン
ト
ス
ル
モ
不
測
ノ
障
害
ア
リ

シ
カ
為
メ
事
皆
水
泡
画
餅
－
一
属
シ
嘆
息
ノ
外
ナ
カ
リ
シ
ナ
リ
。
」

(5
) 

と
あ
り
、
ま
た
、
後
者
に
、

「
明
治
十
七
年
七
月
十
五
日
同
地
ヲ
発
シ
東
京
－
一
来
リ
宮
本
ノ
説
－
一
依
リ
栃
木
県
人
福
田
定
一
郎
平
尾
八
十
吉
ニ
謀
リ
兵
ヲ

挙
ン
ト
シ
タ
ル
ニ
、
目
下
同
人
等
ハ
栃
木
県
庁
開
庁
式
ニ
際
シ
臨
場
ノ
大
臣
参
議
及
岡
県
令
ヲ
暗
殺
セ
ン
ト
計
画
中
－
一
テ
事

既
ニ
迫
リ
呼
ヒ
来
リ
帰
ル
ト
申
ヨ
リ
、
其
事
ナ
ジ
ト
見
合
セ
他
日
ヲ
計
ラ
ン
ト
申
タ
ル
モ
、
既
一
一
決
心
ノ
事
ナ
レ
ハ
同
意
ハ

ナ
シ
タ
ル
モ
直
一
一
帰
リ
両
人
ト
モ
死
亡
仕
候
。
」

と
み
え
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
右
記
の
二
資
料
は
、
付
明
治
十
七
年
七
月
、
築
地
有
一
館
に
お
い
て
、
静
岡

事
件
関
係
者
の
湊
省
太
郎
（
静
岡
事
件
で
有
期
徒
刑
十
五
年
）
が
、
宮
本
鏡
太
郎
（
同
前
）
の
紹
介
に
よ
り
、
加
波
山
事
件
関
係
者
の
福
田

定
一
郎
（
加
波
山
事
件
勃
発
前
に
事
故
で
死
亡
）
お
よ
び
平
尾
八
十
吉
（
加
波
山
事
件
勃
発
直
後
戦
死
）
と
接
触
し
、
「
屡
々
謀
議
」
を
お
こ
な

っ
た
こ
と
、
白
そ
の
結
果
、
か
ね
て
よ
り
「
栃
木
県
庁
開
庁
式
一
一
際
シ
臨
場
ノ
大
臣
暗
殺
セ
ン
」
と
す
る
計
画
に
加
わ
っ
て
い
た
福
田
、

平
尾
の
両
名
は
、
「
其
事
ナ
シ
ト
見
合
セ
他
日
ヲ
計
ラ
ン
」
と
述
べ
る
湊
の
説
得
に
応
じ
、
一
応
は
、
大
臣
暗
殺
計
画
を
と
ら
ず
、
挙

兵
方
針
を
と
る
こ
と
に
「
同
意
」
し
た
た
め
、
湊
は
、
静
岡
に
帰
っ
た
こ
と
、
局
し
か
し
、
結
局
、
福
田
、
平
尾
の
両
名
は
、
栃
木
県

に
戻
っ
て
加
波
山
事
件
勃
発
前
後
に
死
亡
し
、
計
画
は
、
「
皆
水
泡
画
餅
」
に
お
わ
っ
た
こ
と
な
ど
、
興
味
深
い
事
実
を
述
べ
る
も
の

で
あ
る
。

加
波
山
事
件
は
、
そ
も
そ
も
明
治
十
七
年
七
月
十
三
日
、
東
京
八
丁
堀
三
代
町
の
飯
塚
伝
次
郎
宅
（
河
野
広
駄
の
下
宿
先
）
に
お
け
る



鯉
沼
九
人
郎
、
横
山
信
六
、
杉
浦
吉
副
、
佐
伯
正
門
の
五
名
の
謀
議
に
は
じ
ま
る
が
、
栃
木
県
庁
開
庁
式
の
襲
撃
計
画
が
決
ま
っ
た
の

(7
) 

は
、
八
月
二
十
五
日
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
湊
が
「
栃
木
県
庁
開
庁
式
一
一
際
シ
臨
場
ノ
大
臣
暗
殺
セ
ン
」
と
す
る
計
画

の
延
期
を
申
し
入
れ
た
右
の
湊
・
平
尾
・
福
田
会
談
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
直
後
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
（
湊
は
、
こ
の

(8
) 

あ
と
静
岡
に
帰
り
、
九
月
一
目
、
清
水
綱
義
・
高
忠
と
と
も
に
、
志
太
郡
相
賀
村
の
山
田
源
五
郎
方
に
強
盗
に
、
押
し
入
っ
て
い
る
）
。こ
の
会
談
が

お
こ
な
わ
れ
た
有
一
館
（
八
月
十
日
開
館
）
に
は
、
当
時
、
五
十
川
元
吉
（
加
波
山
事
件
で
無
期
徒
刑
）
、
小
林
篤
太
郎
（
同
前
）
、
天
野
市
太

(9
) 

郎
（
同
前
）
、
草
野
佐
久
馬
（
同
前
）
ら
が
入
館
し
て
お
り
、
湊
は
、
か
れ
ら
と
も
接
触
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。

ま
た
、
右
の
会
談
に
宮
本
鏡
太
郎
が
同
席
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
が
、
上
掲
の
二
資
料
中
に
、
「
宮
本
鏡
太
郎
ノ
紹
介

ニ
テ
：
：
：
故
福
田
定
一
郎
故
平
尾
八
十
吉
ト
屡
々
謀
議
」
と
か
、
あ
る
い
は
、
「
宮
本
ノ
説
ニ
依
リ
：
：
：
栃
木
県
人
福
固
定
一
郎
平
尾

いわゆる「一般的大動乱」計画について（寺崎）

八
十
吉
－
一
謀
リ
：
：
：
」
と
み
え
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宮
本
も
ま
た
、
湊
よ
り
は
や
く
、
福
田
、
平
尾
の
両
名
と
何
ら
か
の
謀
議
を

お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
疑
い
が
な
い
。

加
波
山
事
件
関
係
者
は
、
栃
木
県
庁
襲
撃
計
画
遂
行
の
た
め
、
十
七
年
九
月
初
旬
、
宮
本
鏡
太
郎
に
対
し
、
同
計
画
に
参
加
す
る
こ

と
を
呼
び
か
け
た
。
こ
の
間
の
模
様
を
述
べ
る
宮
本
の
「
上
陳
書
」
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
茨
城
栃
木
福
島
ノ
壮
士
輩
ハ
時
期
急
迫
宇
都
宮
ニ
於
テ
事
ヲ
挙
ケ
ン
ト
書
翰
数
々
ナ
リ
ト
難
ト
モ
、
生
ハ
当
時
病
祷
－
一
ア

ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
駿
遠
三
尾
資
金
乏
シ
グ
且
ツ
未
タ
機
密
相
通
セ
サ
ル
ノ
時
ナ
レ
バ
、
生
又
書
ヲ
載
シ
テ
、
之
ヲ
止
ム
ル
モ
、

肯
セ
ス
。
終
ニ
加
波
山
ノ
事
起
ル
。
」

こ
れ
に
よ
る
と
、
加
波
山
事
件
関
係
者
に
よ
る
栃
木
県
庁
襲
撃
参
加
の
呼
び
か
け
に
対
し
、
宮
本
は
、

「
駿
遠
三
尾
」
が
「
資
金
」

に
乏
し
く
、
か
つ
い
ま
だ
、
両
者
の
「
機
密
相
通
セ
サ
ル
」
段
階
に
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
計
画
の
中
止
を
申
し
入
れ
た
こ
と
、
し
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か
し
、
宮
本
の
申
し
入
れ
は
、
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
「
終
－
一
加
波
山
ノ
事
」
が
起
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。



す
な
わ
ち
、
静
岡
事
件
関
係
者
と
加
波
山
事
件
関
係
者
の
謀
議
の
存
在
は
、
疑
い
の
な
い
事
実
と
み
と
め
ら
れ
る
が
、
す
く
な
く
と

も
十
七
年
夏
の
段
階
で
は
、
加
波
山
グ
ル
ー
プ
の
計
画
が
先
行
し
て
お
り
、
両
者
の
合
流
の
可
能
性
は
、
静
岡
グ
ル
ー
プ
の
全
面
的
追
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従
以
外
に
は
、
そ
の
見
込
み
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

。

山
岡
（
鈴
木
）
音
高
と
奥
宮
健
之
の
接
触

山
岡
音
高
は
、
奥
宮
健
之
（
名
古
屋
事
件
で
無
期
徒
刑
）
と
の
謀
議
に
つ
い
て
、
「
国
事
犯
罪
申
立
書
」
に
お
い
て
、
次
の
ご
と
く
供

（
日
）

述
し
て
い
る
。

「
其
月
（
十
七
年
六
月
を
さ
す
｜
｜
筆
者
註
）
ノ
中
旬
ニ
至
リ
東
京
ヨ
リ
我
同
党
員
ナ
ル
奥
宮
健
之
来
ル
。
奥
宮
ハ
曽
テ
知
ル
所

ノ
人
ナ
リ
。
依
テ
之
－
一
語
ル
ニ
胸
中
秘
事
ヲ
以
テ
ス
。
奥
宮
モ
亦
大
－
一
之
ヲ
賛
成
シ
且
彼
モ
亦
其
企
謀
ア
ル
ヲ
以
テ
多
ク
其

（
沿
カ
）

人
ヲ
得
ン
カ
為
メ
沼
道
到
ル
処
ニ
有
志
ヲ
訪
フ
ト
。
因
テ
熟
議
数
日
爾
後
同
人
カ
到
ル
処
－
一
於
テ
得
タ
ル
同
志
ハ
音
高
ト
互

一
相
通
牒
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
約
シ
参
尾
ノ
地
一
一
向
テ
出
発
セ
リ
」

右
の
供
述
書
が
真
実
を
っ
た
え
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
十
七
年
六
月
中
旬
、
山
岡
は
、
東
京
よ
り
来
静
し
た
奥
宮
に
「
胸
中
ノ

秘
事
」
を
語
り
、
奥
宮
も
こ
れ
に
賛
成
し
、
両
名
は
「
熟
議
数
日
」
の
の
ち
、
「
到
ル
処
ニ
於
テ
得
タ
ル
同
志
」
を
「
互
に
相
通
牒
ス

ヘ
キ
コ
ト
ヲ
約
」
し
た
こ
と
に
な
る
。
十
七
年
六
月
に
、
奥
宮
が
静
岡
に
滞
在
中
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
「
函
右
日
報
」
に
、

「
自
由
党
員
奥
宮
健
之
氏
は
各
地
周
遊
の
途
次
此
ほ
ど
当
岡
に
立
寄
ら
れ
し
に
付
撹
眠
社
の
小
林
、
前
島
、
松
川
等
諸
氏
の

斡
旋
に
て
一
昨
九
日
夜
両
替
町
磯
馴
亭
に
於
て
有
志
者
を
会
し
饗
応
の
宴
を
張
り
遠
来
の
労
を
慰
め
ら
れ
た
り
。
小
宴
と
は

い
ヘ
主
客
交
々
談
笑
、
歓
語
し
て
更
漏
の
移
つ
る
を
覚
え
す
。
衆
員
頗
る
興
に
入
り
中
／
〈
＼
の
盛
宴
な
り
し
と
。
又
た
撹
眠

社
の
諸
氏
は
右
奥
宮
氏
の
来
遊
を
機
と
し
、
近
日
の
内
政
談
演
説
会
を
開
催
せ
ん
と
目
論
見
お
ら
れ
る
ふ
由
。
」



と
み
え
て
い
る
こ
と
か
ら
疑
い
が
な
く
、
ま
た
、
こ
の
あ
と
か
れ
が
「
企
謀
ア
ル
」
人
を
得
る
た
め
、
「
参
尾
ノ
地
」
に
向
か
っ
た
こ

（
日
）

と
に
つ
い
て
も
、
奥
宮
自
身
の
供
述
書
に
、

問

昨
年
名
古
屋
地
方
へ
参
リ
シ
コ
ト
ア
リ
シ
ヤ

答

然
リ
昨
十
七
年
五
六
月
頃
ト
心
得
当
名
古
屋
表
へ
参
リ
タ
ル
コ
ト
ア
リ

問

其
際
幾
月
間
滞
在
致
シ
居
タ
ル
哉

答

爾
来
引
続
キ
凡
ソ
三
月
間
程
滞
在
致
シ
居
レ
リ

中

略

問

如
何
ナ
ル
手
続
ニ
テ
同
館
（
公
道
協
会
を
さ
す
｜
｜
筆
者
註
）
へ
止
宿
ス
ル
ニ
至
タ
ル
哉

いわゆる「一般的大動乱」計画について（寺崎）

主立
ト」

公
道
協
会
設
立
ノ
コ
ト
亦
タ
名
古
屋
ノ
自
由
党
員
に
吉
田
道
雄
ナ
ル
者
有
之
旨
曽
テ
東
京
自
由
党
本
部
ニ
於
テ
承
知
致

シ
居
レ
ハ
先
ツ
吉
田
道
雄
ヲ
手
寄
リ
同
氏
ノ
紹
介
ヲ
得
テ
同
館
－
一
止
宿
ス
ル
コ
ト
ニ
立
至
レ
リ

と
あ
り
、
明
ら
か
で
あ
る
。
奥
宮
は
、
山
岡
と
の
約
束
通
り
に
、
か
ね
て
よ
り
面
識
が
あ
っ
た
吉
田
（
祖
父
江
）
道
雄
（
名
古
屋
事
件
で

逮
捕
さ
れ
る
が
無
罪
）
を
通
じ
て
、
公
道
協
会
（
名
古
屋
事
件
の
拠
点
）
に
「
止
宿
ス
ル
コ
ト
」
に
な
り
、
こ
こ
で
名
古
屋
事
件
関
係
者
は

も
ち
ろ
ん
、
飯
田
事
件
関
係
者
と
も
接
触
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
奥
宮
の
接
触
範
囲
が
名
古
屋
事
件
関
係
者
以
外
の
自

由
党
関
係
者
に
お
よ
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
奥
宮
の
警
察
訊
問
調
書
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

問

公
道
協
会
ニ
滞
在
中
当
地
自
由
党
ノ
者
等
三
父
際
シ
タ
ル
ハ
誰
レ
ナ
ル
哉

答

岡
田
利
勝
吉
田
道
雄
久
野
幸
太
郎
塚
原
九
輪
吉
（
以
上
名
古
屋
事
件
関
係
者
｜
｜
筆
者
註
）
村
松
愛
蔵
伊
藤
平
四
郎
（
以
上

飯
田
事
件
関
係
者
｜
｜
筆
者
註
）
大
島
宇
吉
渋
谷
良
平
三
輪
某
墨
宇
兵
衛
等
々
交
際
シ
其
中
岡
田
吉
田
久
野
塚
原
ノ
四
名
ハ237 

最
モ
親
密
ニ
ア
リ
タ
リ



し
か
し
、
奥
宮
は
、
平
田
橋
事
件
（
八
月
十
二
日
・
警
察
官
殺
害
事
件
）
の
直
後
、
そ
の
発
覚
を
お
そ
れ
で
、
塚
原
久
輪
吉
（
名
古
屋
事
件
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で
有
期
徒
刑
十
五
年
）
と
と
も
に
大
阪
に
逃
走
し
た
。
塚
原
は
、
そ
の
後
も
ま
も
な
く
名
古
屋
に
も
ど
り
、
謀
議
を
重
ね
た
が
（
十
二
月
七

日
逮
捕
）
、
奥
宮
の
方
は
、
大
阪l
名
古
屋
｜
大
阪
i

山
陽
方
面
へ
と
逃
亡
を
つ
づ
け
、
十
二
月
三
十
一
日
に
は
東
京
に
い
た
り
、
翌
十

八
年
一
月
一
目
、
東
京
警
視
庁
に
逮
捕
さ
れ
る
に
い
た
に
問
。
す
な
わ
ち
、
奥
宮
は
、
「
企
謀
ア
ル
」
人
を
得
る
と
い
う
山
岡
と
の
約

束
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
履
行
し
た
が
、
「
到
ル
処
一
一
於
テ
得
タ
ル
同
志
」
を
「
相
通
牒
」
す
る
と
い
う
約
束
は
、っ
、
こ
土
ニ
ミ
－
£

J
v
．

t
v
b
’
b
u

品
j
d
C
4
i

い
ま
ま
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
山
岡
は
思
赦
出
獄
後
の
明
治
三
十
一
年
、
米
国
に
渡
り
東
洋
貿
易
会
社
を
設
立
し
活
躍
し
た
が
、
塚
原
と
奥
宮
の
両
名
が
、

（
日
）

か
れ
を
た
よ
っ
て
訪
米
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
明
治
十
七
年
当
時
の
人
的
な
つ
な
が
り
は
、
は
る
か
後
年
に
ま
で
つ
づ

い
た
の
で
あ
る
。

白

静
岡
事
件
関
係
者
と
飯
田
・
名
古
屋
両
事
件
関
係
者
の
連
携

静
岡
事
件
関
係
者
（
小
池
勇
・
広
瀬
重
雄
・
湊
省
太
郎
・
村
上
佐
一
郎
）
と
飯
田
事
件
関
係
者
（
村
松
愛
蔵
・
八
木
重
治
・
江
川
甚
太
郎
・
伊

藤
平
四
郎
）
お
よ
び
名
古
屋
事
件
関
係
者
（
塚
原
久
輪
吉
・
久
野
幸
太
郎
・
祖
父
江
道
雄
・
岡
田
利
勝
）
の
つ
な
が
り
を
示
す
資
料
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
「
小
池
勇
自
叙
伝
」
に
み
え
る
ご
く
わ
ず
か
な
記
述
が
知
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
前
掲
「
新
資
料
」
に
は
、
ま

（
げ
）

こ
と
に
興
味
深
い
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
小
池
勇
上
申
書
」
に
、

「
其
十
一
月
初
旬
ニ
及
ヒ
広
瀬
重
雄
カ
再
ヒ
名
古
屋
一
一
来
リ
シ
ヲ
幸
ヒ
ニ
同
人
カ
下
宿
ニ
至
リ
相
伴
フ
テ
村
松
カ
寓
ヲ
訪
ヒ

階
上
ニ
於
テ
略
ホ
意
中
ヲ
明
カ
シ
、
以
テ
挙
兵
ノ
コ
ト
ヲ
約
シ
数
月
ヲ
期
シ
テ
相
起
リ
裁
力
協
心
必
大
事
ヲ
成
サ
ン
コ
ト
ヲ

談
セ
リ
。
」



(mm
} 

と
あ
り
、
ま
た
、
「
湊
省
太
郎
訊
問
調
書
」
に
、

（
境
）

「
同
年
十
月
ノ
末
埼
玉
県
ノ
挙
ア
ル
ヤ
辰
三
真
悠
小
林
私
ト
モ
覚
眠
社
一
一
集
リ
此
上
ハ
愛
知
ト
連
合
シ
事
ヲ
挙
ケ

γ
ト
。
私

（
治
）

カ
同
年
十
一
月
ニ
該
地
～
が
一
キ
タ
レ
ハ
宮
本
広
瀬
村
上
モ
居
リ
村
松
愛
蔵
八
木
重
次
江
川
甚
太
郎
ト
謀
リ
尾
張
派
三
河
派
モ

（
次
脱
）

信
州
飯
田
桜
井
平
吉
へ
面
会
ノ
為
メ
参
リ
居
ル
川
澄
徳
カ
帰
ル
ヲ
待
ツ
テ
合
併
シ
事
ヲ
挙
ケ
ン
ト
ス
ル
内
、
松
村
愛
蔵
等
捕

縛
ニ
相
成
タ
リ
。
」

｛
国
）

と
あ
り
、
さ
ら
に
、
「
湊
省
太
郎
上
申
書
」
に
、

（
治
）

「
：
：
：
十
一
月
上
旬
浜
松
一
一
至
レ
リ
。
：
：
：
夫
ヨ
リ
名
古
屋
ニ
着
シ
、
前
記
村
松
祖
父
江
ノ
外
八
木
重
次
江
川
甚
太
郎
其
他

〈
佐
）

ノ
人
々
ニ
付
テ
計
画
謀
議
ナ
シ
居
リ
、
尤
モ
広
瀬
重
雄
ハ
九
月
ノ
頃
宮
本
鏡
太
郎
ハ
村
上
左
一
郎
ト
共
ニ
十
月
ノ
末
名
古
屋

いわゆる「一般的大動乱」計画について（寺崎）

ニ
来
リ
居
ル
ヲ
以
テ
衆
相
合
シ
テ
一
ト
ナ
リ
彼
－
一
説
キ
此
ニ
進
メ
就
中
愛
知
県
ノ
同
志
者
ノ
札
牒
ヲ
仲
裁
セγ
ト
試
ミ
タ
リ

（
岡
田
）

『
愛
知
県
ハ
三
河
尾
張
ト
相
和
セ
ス
。
尾
張
ハ
祖
父
江
園
田
塚
原
久
野
等
、
三
河
ハ
村
松
八
木
江
川
等
ナ
ロ
。

J
0・

r而
シ
テ
内
際
魯
一
並
村
雨
案
山
子
／
輩
ハ
一
個
孤
立
ニ
シ
テ
共
ニ
自
分
等
ノ
事
ニ
関
係
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
』
」

右
の
一
連
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

「
十
一
月
」
に
、
広
瀬
重
雄
（
静
岡
事
件
で
有
期
徒
刑
十
二
年
）
、
小
池
勇

と
み
え
る
の
が
そ
れ
で
お
る
。

（
同
前
）
の
両
名
が
村
松
愛
蔵
（
飯
田
事
件
で
軽
禁
獄
七
年
）
方
を
訪
れ
、
「
階
上
一
一
於
テ
略
ホ
意
中
」
を
語
り
、
「
挙
兵
ノ
コ
ト
ヲ
約
シ
」

た
こ
と
、
さ
ら
に
ま
た
、
広
瀬
、
湊
、
村
上
佐
一
郎
（
静
岡
事
件
で
重
懲
役
九
年
）
ら
の
静
岡
事
件
関
係
者
は
、
村
松
、八
木
重
治
（
飯
田

事
件
で
軽
禁
獄
六
年
）
、
江
川
甚
太
郎
（
同
事
件
で
軽
禁
銅
一
年
六
月
、
監
視
一
年
）
ら
の
飯
田
事
件
関
係
者
、
祖
父
江
ら
の
名
古
屋
事
件
関
係

（
次
脱
）

者
と
謀
り
、
「
川
澄
徳
カ
帰
ル
ヲ
待
ツ
テ
（
川
澄
は
、
こ
の
頃
、
愛
国
正
理
社
の
桜
井
平
吉
を
訪
ね
て
、
信
州
飯
田
に
で
か
け
て
い
た
｜
｜
筆
者
註
）
、

合
併
シ
事
ヲ
挙
ケ
ン
」
と
し
て
い
た
こ
と
等
々
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
注
目
す
べ
き
事
が
ら
と
し
て
、
飯
田
事
件
関
係
者
に
よ
る
挙
239 

兵
決
定
が
、
明
治
十
七
年
十
二
月
三
日
の
事
件
発
覚
以
前
に

一
日
一
延
期
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
挙
兵
延
期
の
事
実
を
述



ベ
る
八
木
重
治
の
検
察
訊
問
調
書
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

問

其
ノ
后
ノ
計
画
ハ
如
何

240 

尽
日
元
来
静
岡
辺
ニ
於
テ
同
志
ヲ
募
リ
気
脈
ヲ
通
シ
挙
兵
ヲ
ナ
ス
ノ
目
的
ノ
所
埼
玉
一
一
於
テ
暴
徒
蜂
起
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
俄
－
一

目
的
ヲ
変
シ
八
日
ノ
集
会
ヲ
ナ
シ
其
議
決
一
一
随
ヒ
手
ヲ
分
ツ
テ
兵
員
ヲ
募
ル
コ
ト
ニ
着
手
致
シ
タ
ル
コ
ト
有
之
。
然
ル
ニ

埼
玉
ノ
勢
ヒ
日
々
挫
ケ
退
縮
セ
シ
ニ
ヨ
リ
其
計
画
ハ
相
止
メ
タ
ル
訳
ケ
ニ
テ
其
后
ハ
旧
議
一
一
復
シ
専
ハ
ラ
屈
強
ノ
土
ヲ
募

リ
目
的
ヲ
達
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
シ
タ
ル
義
一
一
候

（
中

略

問

右
ハ
何
レ
ニ
テ
議
シ
タ
ル
カ

タと
ト.... 

十
一
月
十
三
日
江
川
甚
太
郎
方
ニ
於
テ
自
分
村
松
江
川
ノ
三
名
ニ
テ
議
決
致
シ
タ
リ
。
.. 

こ
れ
に
よ
る
と
、
明
治
十
七
年
十
一
月
八
日
の
会
議
に
お
い
て
、
飯
田
事
件
の
挙
兵
準
備
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
、
し
か
し
、
十
一
月

十
三
日
の
江
川
甚
太
郎
方
に
お
け
る
会
議
に
お
い
て
、
秩
父
事
件
の
鎮
静
化
を
理
由
に
、
挙
兵
の
正
式
決
定
は
延
期
と
な
り
（
十
一
月
十

五
日
に
正
式
決
定
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
l
l

筆
者
註
）
、
計
画
は
、
「
旧
議
一
一
復
」
し
、
「
専
ハ
ラ
屈
強
ノ
士
ヲ
募
」
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

が
わ
か
る

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
挙
兵
決
定
延
期
の
理
由
で
あ
る
。
右
の
資
料
に
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
秩
父
事
件
の
鎮
静
化
以
外
は
、
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
こ
こ
に
み
え
な
い
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
言
及
し
た
八
木
重
治
の
検
察
訊

問
調
書
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

同
1
Jこ

ロ
ドl

川
澄
徳
治
カ
挙
兵
準
備
ノ
為
メ
飯
田
表
－
一
出
張
シ
タ
ル
節
十
一
月
十
八
日
附
ヲ
以
テ
汝
及
村
松
ト
連
名
書
簡
ヲ
川
澄
－
一

贈
リ
タ
ル
事
ア
リ
ヤ



答

書
簡
ヲ
川
澄
へ
贈
リ
タ
ル
コ
ト
ア
リ

中

略

問

又
当
地
ハ
兼
テ
御
約
束
ノ
通
リ
十
五
日
ニ
相
会
ス
ル
筈
ノ
処
東
ノ
相
場
甚
タ
悪
シ
キ
故
更
－
一
評
議
シ
先
ツ
公
道
館
ヲ
今

少
シ
広
キ
家
－
一
移
シ
之
－
一
田
原
其
他
ヨ
リ
来
ル
人
々
ヲ
置
キ
盛
－
一
訴
訟
鑑
定
等
ノ
業
ヲ
為
シ
依
頼
者
ア
ラ
ハ
直
チ
ニ
其
地

－
一
派
出
ス
ル
コ
ト
出
来
ル
様
一
一
仕
ル
心
組
一
一
御
座
候
ト
ア
ル
ハ
如
何

広
口
兼
テ
御
約
束
ノ
通
リ
十
五
日
ニ
相
会
ス
ル
筈
ト
ハ
陰
謀
ノ
コ
ト
ヲ
議
ス
ル
為
メ
十
一
月
十
五
日
ニ
相
会
ス
ル
筈
ニ
ナ
リ

居
タ
ル
故
其
コ
ト
ヲ
認
メ
タ
ル
訳
ケ
ナ
リ
而
シ
テ
東
ノ
相
場
悪
シ
キ
ト
ハ
東
即
静
岡
辺
ノ
自
由
党
員
ノ
情
況
ヲ
案
ス
ル
ニ

五
日
々
ニ
応
ス
ル
気
運
未
タ
来
タ
ラ
ス
遊
説
ス
ル
時
機
尚
早
シ
ト
云
ヘ
ル
意
味
ヲ
含
マ
セ
テ
記
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
有
之
右
時
機

いわゆる「一般的大動苦い計画について（寺崎）

ナ
ル
文
字
ヲ
使
用
ス
ル
ハ
角
立
宜
シ
カ
ラ
サ
ル
ニ
依
リ
相
場
ノ
語
ヲ
代
用
シ
タ
ル
次
第
ナ
リ
又
公
道
館
ヲ
広
キ
家
ニ
移
シ

ト
ハ
小
市
場
町
ノ
公
道
館
ヲ
堀
詰
町
ニ
移
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
云
ヒ
又
盛
ニ
訴
訟
鑑
定
ト
ハ
田
原
其
他
ノ
モ
ノ
ヲ
誘
引
γ
若
シ

適
宜
ノ
人
物
ア
ラ
ハ
所
々
遊
説
－
一
派
遣
ス
ル
意
思
ニ
テ
認
メ
タ
リ

こ
れ
に
よ
り
、
「
東
ノ
相
場
甚
タ
悪
シ
キ
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
「
静
岡
辺
ノ
自
由
党
員
ノ
情
況
」
が
い
ま
だ
自
分
達
に
「
応
ス
ル
気

運
」
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
挙
兵
決
定
延
期
の
い
ま
ひ
と
つ
の
理
由
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
飯
田
事
件

関
係
者
の
挙
兵
決
定
の
延
期
は
、
た
ん
に
秩
父
事
件
の
鎮
静
化
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
静
岡
事
件
関
係
者
と
の
連
携
が
不
充
分

で
あ
っ
た
こ
と
に
も
、
そ
の
大
き
な
原
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
飯
田
事
件
関
係
者
と
静
岡
事
件
関
係
者
の
連
携
が
十
一
月
十
三
日
の
時
点
に
お
い
て
も
、
そ
の
「
気
運
」
と
は
な
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
両
者
の
連
携
が
未
熟
で
あ
っ
た
こ
と
が
飯
田
事
件
の
挙
兵
延
期
の
き
わ
め
て
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
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を
述
べ
て
き
た
が
、
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
前
掲
「
新
資
料
」
が
示
す
い
く
つ
か
の
謀
議
を
考
え
る
な
ら
ば
、
す
く
な
く
と
も



そ
れ
ら
の
謀
議
が
十
一
月
十
三
日
以
前
の
時
点
で
お
こ
な
わ
れ
る
可
能
性
は
、ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
村
松
愛

242 

蔵
方
に
お
け
る
広
瀬
・
小
池
・
村
松
の
三
者
会
談
、
静
岡
・
名
古
屋
・
飯
田
事
件
関
係
者
の
合
同
会
議
の
い
ず
れ
の
謀
議
も
、
ま
さ

に
、
飯
田
事
件
関
係
者
の
「
専
ハ
ラ
屈
強
ノ
土
ヲ
募
」
る
と
い
う
十
一
月
十
三
日
の
決
定
に
沿
う
形
で
、
そ
の
後
に
お
し
す
す
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
筆
者
は
、
「
新
資
料
」
中
の
「
小
池
勇
上
申
書
」
に
み
え
る
記
述
は
、
十
一
月

二
十
三
日
、
村
松
愛
蔵
方
二
階
で
お
こ
な
わ
れ
た
三
者
会
談
を
っ
た
え
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
、
「
湊
省
太
郎
訊
問
調
書
」
あ

る
い
は
、
「
湊
省
太
郎
上
申
書
」
に
み
え
る
記
述
は
、
十
二
月
一
目
、
南
長
島
町
道
徳
社
（
村
上
佐
一
郎
方
）
で
お
こ
な
わ
れ
た
謀
議
を

さ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
（
後
述
・
謀
議
の
具
体
的
事
例
の
b

お
よ
び
e

参
照
）
。

こ
の
よ
う
に
、
「
新
資
料
」
に
み
え
る
謀
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
時
期
を
飯
田
事
件
の
挙
兵
延
期
以
後
と
考
え
れ
ば
、
「
新
資
料
」
の
記

述
に
は
矛
盾
が
な
く
、
そ
こ
に
偽
り
や
誇
張
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、
村
松
・
広
瀬
・
小
池
の
三
者
会
談
の
月
日
を
「
十
一
月
三
日
」
と
理
解
し
、
か
っ
、
静
岡
・
名
古
屋
・

飯
田
事
件
関
係
者
の
謀
議
の
月
日
を
「
十
一
月
八
日
以
外
に
な
い
」
と
推
定
し
た
上
で
、
そ
の
謀
議
の
内
容
を
消
極
的
に
評
価
す
る
原

口
清
氏
の
見
解
は
、
そ
の
出
発
点
に
お
い
て
誤
解
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
同
氏
は
、
前
掲
「
新
資
料
」
に
み
え
る
謀
議
を
、

飯
田
事
件
の
挙
兵
延
期
以
前
と
み
て
論
を
立
て
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
前
提
自
体
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
く
わ
し

く
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

さ
て
、
次
に
、
以
上
に
述
べ
た
静
岡
・
飯
田
・
名
古
屋
事
件
関
係
者
に
よ
る
謀
議
の
事
実
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
飯
田
、
名
古
屋
事
件

の
側
か
ら
確
認
し
て
み
た
い
。
い
ま
、
「
愛
知
県
大
島
渚
等
強
盗
事
件
書
類
」
（
全
二
冊
）
、
あ
る
い
は
「
長
野
県
国
事
犯
村
松
愛
蔵
等
ニ

関
ス
ル
一
件
書
類
」
（
全
二
冊
）
の
な
か
に
み
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
謀
議
の
具
体
的
事
例
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

(a
) 

十
一
月
二
十
日
頃
、
塚
原
久
輪
吉
宅
に
お
け
る
強
盗
計
画
謀
議



明
治
十
七
年
十
一
月
二
十
日
頃
、
名
古
屋
区
京
町
の
塚
原
久
輸
吉
宅
に
、
久
野
幸
太
郎
、
鈴
木
松
五
郎
、

田
中
文
次
郎
、
広
瀬
重
雄

が
集
合
し
、
計
画
謀
議
の
上
、
同
日
夜
、
同
区
寺
町
の
寺
院
に
強
盗
に
押
し
入
ろ
う
と
す
る
が
、
失
敗
に
終
っ
た
計
画
で
あ
る
。
静
岡

事
件
関
係
者
の
広
瀬
が
、
名
古
屋
事
件
関
係
者
の
強
盗
計
画
に
参
加
し
て
い
た
事
実
は
、
か
れ
と
名
古
屋
事
件
関
係
者
と
の
つ
な
が
り

が
決
し
て
弱
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
事
件
の
概
要
を
供
述
す
る
塚
原
久
輪
吉
の
警
察
訊
問
調
書
は
、
次
の
通
り

で
あ
る
。

問

本
年
十
一
月
廿
日
夜
汝
カ
宅
ニ
集
合
シ
強
奪
ノ
相
談
セ
シ
コ
ト
有
リ
哉

答

如
何
ニ
モ
其
ノ
事
有
之
タ
リ

問

其
節
集
合
セ
シ
者
ハ
誰
レ
ナ
リ
シ
哉

いわゆる「一般的大動乱」計画について（寺崎）

答

久
野
幸
太
郎
鈴
木
松
五
郎
広
瀬
重
雄
田
中
文
次
郎
ノ
四
名
ナ
リ

問

如
何
ナ
ル
相
談
ヲ
セ
シ
哉

夕立
’ー寸

彼
レ
等
ハ
其
ノ
前
兼
テ
相
談
ノ
有
リ
シ
コ
ト
ト
見
へ
寺
町
辺
へ
強
奪
ニ
行
ク
相
談
ヲ
致
シ
居
タ
リ

中

目各

問

果
シ
テ
其
夜
強
奪
－
一
越
セ
シ
乎

答

自
分
ハ
其
ノ
節
酒
ニ
モ
酔
ヒ
居
且
ツ
気
ノ
進
マ
サ
リ
シ
故
行
カ
サ
リ
シ
モ
久
野
鈴
木
広
瀬
田
中
ノ
四
人
ハ
罷
越
シ
タ
リ

(b
) 

十
一
月
二
十
三
日
の
村
松
愛
蔵
方
に
お
け
る
会
談

十
一
月
二
十
三
日
午
前
十
時
頃
、
広
瀬
重
雄
と
小
池
勇
の
両
名
は
、
小
市
場
町
の
村
松
愛
蔵
方
を
訪
ね
、
村
松
方
二
階
に
お
い
て
、

広
瀬
・
小
池
・
村
松
の
三
者
会
談
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
述
べ
る
明
治
十
七
年
十
二
月
十
九
日
付
広
瀬
重
雄
警
察
訊
問
調

書
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

243 



問

十
一
月
二
十
三
日
小
池
勇
ト
共
ニ
村
松
愛
蔵
方
へ
行
キ
シ
時
間
ハ
如
何

タと
ト4

午
前
十
時
頃
ナ
リ

244 

同
「J
: 戸

l

何
用
ノ
為
メ
越
シ
タ
ル
哉

夕食
1--'1 

久
敷
面
会
ヲ
セ
サ
ル
故
一
度
訪
ヒ
度
ト
勇
ニ
申
シ
タ
ル
処
同
人
モ
是
非
訪
ヒ
度
ト
テ
共
ニ
村
松
方
～
配
「
タ
リ

間

其
節
愛
蔵
一
一
ハ
何
レ
ニ
於
テ
面
会
セ
シ
哉

タと
ト寸

該
時
愛
蔵
方
奥
座
敷
エ
兵
隊
ラ
シ
キ
人
弐
名
居
合
ヒ
シ
故
二
階
へ
登
リ
自
分
勇
愛
蔵
ノ
三
名
談
話
シ
タ
リ

の
う
ち
の
い
ず
れ
か
二
名
で
あ
る
と
思
わ
れ
るl
l

筆
者
註
）
が
、
す
で
に
来
訪
中
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
、
広
瀬
・
小
池
・
村
松
は
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
広
瀬
・
小
池
の
両
名
が
村
松
方
を
訪
れ
た
際
に
は
、
「
兵
隊
ラ
シ
キ
人
弐
名
」
（
八
木
重
治
、
中
島
助
四
郎
、
福
住
大
宜

二
階
に
上
り
、
そ
こ
で
三
者
会
談
を
聞
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
掲
「
小
池
勇
上
申
書
」
に
み
え
る
「
（
広
瀬
・
小
池
の
両
名
が
）
相
伴
フ

と
思
わ
れ
る
。

テ
村
松
カ
寓
ヲ
訪
ヒ
、
階
上
一
一
於
テ
略
ホ
意
中
ヲ
明
カ
シ
、
以
テ
挙
兵
ノ
コ
ト
ヲ
約
シ
」
た
会
談
と
は
、
こ
の
三
者
会
談
を
さ
す
も
の

(

C
) 

十
一
月
二
十
六
、
七
日
頃
、
広
瀬
重
雄
方
に
お
け
る
会
談

八
木
重
治
は
、
広
瀬
重
雄
の
止
宿
先
を
訪
ね
、
「
国
事
」
に
関
す
る
盟
約
を
結
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と

を
供
述
す
る
明
治
十
八
年
二
月
二
十
五
日
付
広
瀬
重
雄
警
察
訊
問
調
書
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

十
一
月
二
十
六
、
七
日
頃
、

問

国
事
改
良
ヲ
八
木
重
治
ト
盟
約
セ
シ
ハ
何
年
何
月
幾
日
頃
ナ
リ
シ
哉

（
お
）

明
治
十
七
年
十
一
月
廿
六
七
日
頃
ニ
盟
ヒ
タ
リ

夕立
・－－＇

問

其
盟
ヒ
ハ
汝
ガ
下
宿
－
一
於
テ
盟
ヒ
タ
ル
一
一
相
違
ナ
キ
乎

夕食
ト4

相
違
無
之



(UV 

さ
ら
に
、
明
治
十
八
年
三
月
十
日
付
広
瀬
重
雄
検
察
訊
問
調
書
に
も
、
次
の
よ
う
に
み
え
て
い
る
。

問

其
方
政
府
改
良
ノ
目
的
ヲ
以
テ
八
木
重
治
ト
謀
議
シ
タ
ル
事
実
ハ
曇
ニ
名
古
屋
警
察
署
－
一
於
テ
申
立
タ
ル
通
相
違
ナ
キ
カ

タと
ト4

相
違
無
之
候

問

右
改
良
ノ
義
ハ
要
路
ノ
官
吏
ヲ
暗
殺
シ
地
方
－
一
兵
ヲ
挙
ク
ル
等
ノ
手
段
ヲ
用
フ
ル
相
談
ナ
リ
シ
カ

夕立,__. 

然

広
瀬
と
八
木
の
接
触
に
つ
い
て
は
、
広
瀬
が
「
（
八
木
は
）
三
回
程
モ
（
広
瀬
の
下
宿
先
に
）
宿
泊
シ
タ
ル
ト
覚
ユ
」
、
「
下
宿
へ
来
リ
シ
コ

ト
ハ
数
回
－
一
有
之
タ
リ
」
と
供
述
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
な
り
頻
繁
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
広
瀬
が
は
じ
め
て
八

いわゆる「一般的大動乱」計画について（寺崎）

木
と
面
会
し
た
の
は
、
「
十
一
月
中
旬
」
の
頃
、
「
村
松
ノ
添
書
ヲ
携
へ
」
て
、
八
木
が
広
瀬
の
下
宿
先
を
訪
ね
て
来
た
と
き
の
こ
と
で

あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
接
触
の
時
期
は
、
か
れ
ら
が
「
国
事
」
に
関
す
る
盟
約
を
む
す
ん
だ
十
一
月
二
十
六
、
七
日
頃
に
集
中
し
て
い
た

」
と
が
、
確
実
で
あ
る
。

(d
) 

十
一
月
二
十
八
日
、
名
古
屋
区
堀
詰
町
の
公
道
館
に
お
け
る
会
談

十
一
月
二
十
八
日
、
名
古
屋
区
堀
詰
町
の
公
道
館
で
開
か
れ
た
会
合
に
、
村
上
佐
一
郎
、
村
松
愛
蔵
、
湊
省
太
郎
、
伊
藤
平
四
郎
、

八
木
重
治
ら
が
出
席
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
述
べ
る
明
治
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日
付
八
木
重
治
検
察
訊
問
調
書
は
、
次
の
通
り
で

あ
る
。問

本
年
十
一
月
廿
八
日
名
古
屋
区
堀
詰
町
公
道
館
一
一
寄
合
タ
ル
コ
ト
ア
リ
ヤ

段
目
同
夜
寄
合
タ
ル
コ
ト
有
之
候

其
人
名
ハ
如
何

問

245 

答

村
上
佐
一
郎
石
塚
重
平
湊
省
太
郎
伊
藤
平
四
郎
自
分
（
八
木
重
治
を
さ
す
｜
｜
筆
者
註
）
並
－
一
村
松
愛
蔵
ノ
六
名
ナ
リ



さ
ら
に
、
伊
藤
平
四
郎
も
、
同
様
の
供
述
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
十
七
年
十
二
月
十
七
日
付
伊
藤
平
四
郎
検
察
訊
問
調
書
は
、
次
の

通
り
で
あ
る
。

246 

問

本
年
十
一
月
廿
八
日
公
道
館
－
一
於
テ
集
会
ヲ
致
シ
タ
ル
ヤ

夕食
』-I

改
メ
テ
集
会
ト
申
ス
事
ハ
聞
キ
不
及
候
得
共
是
迄
追
々
申
上
候
愛
蔵
重
治
甚
太
郎
子
夫
村
上
広
瀬
湊
等
ガ
来
リ
居
ル
事

一
有
之
候
但
シ
自
分
ガ
承
知
致
シ
居
ル
内
ハ
何
モ
別
段
ノ
噺
シ
モ
無
之
候

こ
の
日
の
会
談
が
、
伊
藤
の
供
述
す
る
ご
と
く
、
「
別
段
ノ
噺
シ
モ
無
之
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
と
は
、
と
う
て
い
思
え
な
い
が
、

し
か
し
、
こ
の
日
の
謀
議
の
内
容
を
示
す
資
料
は
、
残
念
な
が
ら
み
あ
た
ら
な
い
。

(

e
) 

十
二
月
一
目
、
南
長
島
町
道
徳
社
（
村
上
佐
一
郎
方
）
に
お
け
る
会
談

十
二
月
一
目
、
村
上
佐
一
郎
の
道
徳
社
に
、
村
松
愛
蔵
、
広
瀬
重
雄
、
祖
父
江
道
雄
、
伊
藤
平
四
郎
、
岡
田
利
勝
ら
が
集
ま
り
、
意

見
の
交
換
を
お
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
述
べ
る
十
七
年
十
二
月
十
九
日
付
広
瀬
重
雄
警
察
訊
問
調
書
は
、
次
の
通
り
で
払
出
。

間
本
年
十
二
月
一
日
南
長
島
町
道
徳
社
則
チ
村
上
左
一
郎
方
へ
何
用
有
リ
テ
越
セ
シ
哉

答
左
一
郎
ト
従
来
入
魂
ノ
間
柄
一
一
付
別
一
一
用
向
ト
テ
ハ
無
之
遊
ヒ
ニ
行
キ
タ
リ

（
藤
）

其
節
祖
父
江
道
雄
伊
東
平
四
郎
村
松
愛
蔵
岡
田
利
勝
竹
内
伝
右
衛
門
沢
田
慶
次
郎
等
左
一
郎
座
敷
ニ
居
合
セ
シ
ニ
相
違

問
ナ
キ
乎

主交
ト4

然
リ
居
合
セ
シ
ニ
相
違
無
之

な
お
、
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日
付
八
木
重
治
検
察
訊
問
調
書
に
は
、
右
に
示
さ
れ
た
人
物
名
の
ほ
か
に
、
八
木
重
治
、
湊
省
太
郎

の
名
前
も
み
え
る
。
も
し
も
、
八
木
の
供
述
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
八
木
、
湊
の
両
名
も
ま
た
、
こ
の
会
合
に
出
席
し
て
い
た
こ

と
に
な
り
、
前
掲
「
新
資
料
」
に
み
え
る
名
古
屋
・
飯
田
・
静
岡
事
件
関
係
者
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
、
一
向
に
会
し
た
こ
と
に
な
る
。



以
上
に
示
し
た
具
体
的
な
事
例
に
よ
り
、
名
古
屋
・
飯
田
・
静
岡
事
件
関
係
者
の
連
携
が
す
す
ん
だ
の
は
、
や
は
り
、
飯
田
事
件
の

挙
兵
延
期
以
降
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
ほ
か
、
そ
の
連
携
の
模
様
に
つ
い
て
も
、か
れ
ら
の
接
触
が
「
新
資
料
」
が
示
す
以
上

に
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
名
古
屋
・
飯
田
・
静
岡
事
件
関
係
者
た
ち
は
、
明
治
十
七
年
十
二
月
は
じ
め
の
段

階
に
お
い
て
、
単
独
蜂
起
を
ほ
と
ん
ど
考
え
な
く
な
る
ほ
ど
に
、
相
互
の
む
す
び
つ
き
を
重
視
し
、
連
携
を
深
め
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

帥

静
岡
事
件
関
係
者
と
大
阪
事
件
関
係
者
の
接
触

「
自
由
党
史
」
に
み
え
る
静
岡
事
件
関
係
者
の
薮
（
広
瀬
）
重
雄
、
村
上
佐
一
郎
と
大
阪
事
件
関
係
者
の
内
藤
六
四
郎
（
大
阪
事
件
で
重

いわゆる「一般的大動乱」計画について（寺崎）

禁
鋼
二
年
、
罰
金
三
十
円
）
と
の
謀
議
を
直
接
示
す
資
料
は
、
残
念
な
が
ら
み
あ
た
ら
な
い
。し
か
し
、
明
治
十
四
年
六
月
十
九
日
に
結

成
さ
れ
た
愛
知
自
由
党
（
自
由
党
尾
三
支
部
）
に
、
村
上
、
内
藤
の
両
名
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
（
六
四
郎
の
実
兄
魯
一
、
飯
田
事
件
の
首
謀

（
お
）

者
村
松
愛
蔵
も
参
加
し
て
い
る
）
、
さ
ら
に
、
十
四
年
十
二
月
七
日
、
愛
知
県
三
河
国
知
立
村
で
開
催
さ
れ
た
自
由
党
親
睦
会
に
お
い
て
、

政
談
演
説
を
お
こ
な
っ
た
広
瀬
重
雄
、
小
池
勇
、
村
上
佐
一
郎
と
会
主
の
内
藤
六
四
郎
ら
が
、
集
会
条
例
違
反
で
逮
捕
さ
れ
て
い
る
こ

と
等
々
に
よ
り
み
て
、
広
瀬
・
村
上
・
内
藤
の
三
名
の
み
な
ら
ず
、
小
池
も
ま
た
、
従
来
よ
り
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
、

確
実
で
あ
る
。

ま
た
、
同
様
に
静
岡
事
件
関
係
者
の
荒
川
太
郎
（
静
岡
事
件
で
逮
捕
さ
れ
る
が
放
免
）
は
、
愛
国
交
親
社
の
幹
部
（
父
親
の
荒
川
定
英
は
同

（
お
）
（
お
）

社
社
長
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
が
、
湊
省
太
郎
の
「
上
申
書
」
に
、

「
自
分
ハ
翌
明
治
十
八
年
二
月
十
九
日
ヲ
以
テ
放
免
ト
ナ
リ
、
数
日
ヲ
経
テ
、
内
藤
六
四
郎
ノ
紹
介
ヲ
以
テ
荒
川
太
郎
－
一
面
247 

会
シ
：
：
：
」



と
み
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

か
れ
を
湊
省
太
郎
に
紹
介
し
た
の
も
、
内
藤
六
四
郎
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

内
藤
が
静
岡
事
件
関
係
者
の
広
瀬
、
村
上
、
湊
、
荒
川
ら
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
上
記
「
自
由
党
史
」
の
記
述
の
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正
し
さ
を
推
測
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
が
、
「
謀
議
」
そ
の
も
の
の
存
否
に
つ
い
て
は
、
な
お
後
考
に
ま
ち
た
い
。

な
お
、
静
岡
事
件
関
係
者
と
大
阪
事
件
関
係
者
の
そ
の
他
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
明
治
十
七
年
十
一
月
二
十
八

日
の
公
道
館
の
謀
議
に
、
石
塚
重
平
（
大
阪
事
件
で
軽
禁
鋼
一
年
半
、
監
視
十
月
）
が
加
わ
っ
て
い
た
事
実
、
十
八
年
四
月
、
水
島
保
太
郎

（
大
阪
事
件
で
予
審
免
訴
）
が
、
荒
川
太
郎
に
対
し
松
村
弁
治
郎
（
静
岡
事
件
で
逮
捕
さ
れ
る
が
放
免
）
を
紹
介
し
て
い
る
主
梨
、
さ
ら
に
、
水

島
保
太
郎
が
荒
川
太
郎
と
「
挙
兵
ノ
事
ヲ
約
シ
」
て
い
た
乳
製
等
々
を
示
し
う
る
が
、
そ
の
後
も
連
携
が
継
続
し
た
の
か
ど
う
か
は
、

わ
か
ら
な
い
。

（1
）
原
口
清
「
静
岡
事
件
研
究
の
新
段
階
｜
｜
手
塚
・
寺
崎
両
氏
の
新
史
料
紹
介
に
よ
せ
て
｜
｜
」
・
静
岡
県
近
代
史
研
究
・
第
八
号
・
昭
和
五
十
七
年
十
月
・
一
頁

｜
三
一
一
良
。

（2
）
手
塚
・
寺
崎
・
前
掲
「
新
資
料
」
・
法
学
研
究
・
第
五
十
五
巻
第
二
号
・
入
一
頁
l

八
二
頁
。

（3
）
富
松
は
、
過
激
分
子
と
は
い
え
、
も
と
も
と
そ
の
立
場
は
、
大
井
憲
太
郎
、
宮
部
裏
、
館
野
芳
之
助
ら
と
同
様
に
、
全
国
的
挙
兵
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
か
れ
が
十
七
年
一
月
の
時
点
で
大
矢
正
夫
（
大
阪
事
件
で
軽
懲
役
六
年
）
と
盟
約
を
結
び
（
鶴
巻
孝
雄
「
大
阪
事
件
に
お
け
る
内
地
革
命
計
画
」
・
大
阪

事
件
の
研
究
・
昭
和
五
十
七
年
・
一
二
八
頁
）
、
さ
ら
に
同
年
三
月
、
本
文
中
に
述
べ
た
ご
と
く
、
山
岡
と
盟
約
を
結
ん
だ
こ
と
は
、
か
れ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
む

し
ろ
当
然
の
結
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
か
れ
が
そ
の
後
、
河
野
広
駄
ら
暗
殺
派
と
同
一
歩
調
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

（4
）
手
塚
・
寺
崎
・
前
掲
「
新
資
料
」
・
法
学
研
究
・
第
五
十
五
巻
第
二
号
・
九
二
頁
。

（5
）
前
掲
資
料
・
法
学
研
究
・
第
五
十
五
巻
第
二
号
・
一O
四
頁
｜
一
O
五
頁
。

（6
）
原
口
氏
は
、
本
文
中
の
二
資
料
を
対
立
的
に
と
ら
え
て
お
ら
れ
る
（
原
口
・
前
掲
「
静
岡
事
件
研
究
の
新
段
階
」
・
静
岡
県
近
代
史
研
究
・
第
八
号
・
一
二
頁
｜

一
三
頁
）
。
し
か
し
、
本
文
に
－
記
し
た
ご
と
く
こ
れ
を
理
解
す
れ
ば
、
あ
え
て
対
立
的
に
と
ら
え
る
必
要
は
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（7
）
稲
葉
誠
太
郎
編
「
加
波
山
事
件
関
係
資
料
集
」
・
昭
和
四
十
五
年
・
一
九
六
頁
。

（8
）
手
塚
豊
「
自
由
党
静
岡
事
件
裁
判
小
考
」
・
法
学
研
究
第
四
十
巻
第
五
号
・
昭
和
四
十
二
年
五
月
・
二
ニ
頁
。

（9
）
稲
葉
・
前
掲
「
加
波
山
事
件
関
係
資
料
集
」
・
二O
五
頁
。



いわゆる「一般的大動乱」計画について（寺崎）

（
叩
）
手
塚
・
寺
崎
・
前
掲
「
新
資
料
」
・
法
学
研
究
・
第
五
十
五
巻
第
二
号
・
九
六
頁
。

（
日
）
前
掲
資
料
・
法
学
研
究
・
第
五
十
五
巻
第
二
号
・
八
二
頁
。

（
ロ
）
「
函
右
日
報
」
・
明
治
十
七
年
六
月
十
一
日
付
。

（
臼
）
名
古
屋
警
察
署
に
お
け
る
明
治
十
八
年
一
月
十
二
日
付
奥
宮
健
之
警
察
訊
問
調
書
。

（M
）
同
前
。

（
日
）
塩
田
圧
兵
衛
「
奥
官
健
之
覚
書
」
・
経
済
と
経
済
学
・
第
一

O
、
一
｝
合
併
号
・
昭
和
三
十
八
年
二
月
・
ニ
七
四
頁
。

（
日
）
拙
稿
「
静
岡
の
自
由
民
権
家
鈴
木
音
高
小
伝
」
・
近
代
日
本
史
の
新
研
究
E

・
昭
和
五
十
八
年
・
九
二
頁
、
一O
四
頁
。

（
臼
）
手
塚
・
寺
崎
・
前
掲
「
新
資
料
」
・
法
学
研
究
・
第
五
十
五
巻
第
二
号
・
一
二
二
頁
。

（
国
）
前
掲
資
料
・
法
学
研
究
・
第
五
十
五
巻
第
二
号
・
一O
五
頁
。

（
叩
）
註
4

に
同
じ
。

（
却
）
名
古
屋
軽
罪
裁
判
所
に
お
け
る
明
治
十
七
年
十
二
月
十
七
日
付
八
木
重
治
検
察
訊
問
調
書
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
事
実
に
着
目
し
た
飯
田
事
件
関
係
論
文
と
し
て
は
、

わ
ず
か
に
日
比
野
元
彦
「
飯
田
事
件
再
考
」
（
東
海
近
代
史
研
究
・
創
刊
号
・
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
・
一

O
頁
以
下
）
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

（
幻
）
名
古
屋
軽
罪
裁
判
所
に
お
け
る
明
治
十
七
年
十
二
月
十
二
日
付
八
木
重
治
検
察
訊
問
調
書
。

（m
）
原
口
・
前
掲
「
静
岡
事
件
研
究
の
新
段
階
｜
｜
手
塚
・
寺
崎
両
氏
の
新
史
料
紹
介
に
よ
せ
て
｜
｜
」
・
静
岡
県
近
代
史
研
究
・
第
八
号
・
一
五
頁
｜
一
九
頁
。

（
幻
）
名
古
屋
警
察
署
に
お
け
る
明
治
十
七
年
十
二
月
二
十
九
日
付
塚
原
久
輪
吉
警
察
訊
問
調
書
。

（M
A）
名
古
屋
警
察
署
に
お
け
る
明
治
十
七
年
十
二
月
十
九
日
付
広
瀬
重
雄
警
察
訊
問
調
書
。

（
お
）
名
古
屋
警
察
署
に
お
け
る
明
治
十
八
年
二
月
二
十
五
日
付
広
瀬
重
雄
警
察
訊
問
調
書
。

（
お
）
広
瀬
は
、
そ
の
後
、
「
十
月
廿
六
七
日
頃
」
と
一
旦
は
供
述
を
ひ
る
が
え
し
て
い
る
が
、
ま
も
な
く
、
も
と
の
「
十
一
月
廿
六
七
日
頃
」
と
訂
正
し
て
い
る
．

（
幻
）
名
古
屋
軽
罪
裁
判
所
に
お
け
る
明
治
十
八
年
三
月
十
日
付
広
瀬
重
雄
検
察
訊
問
調
書
。

（
お
）
註
お
に
同
じ
。

（m
m）
註
幻
に
同
じ
。

（
却
）
名
古
屋
軽
罪
裁
判
所
に
お
け
る
明
治
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日
付
八
木
重
治
検
察
訊
問
調
書
。

（
担
）
名
古
屋
軽
罪
裁
判
所
に
お
け
る
明
治
十
七
年
十
二
月
十
七
日
付
伊
藤
平
四
郎
検
察
訊
問
調
書
。

（
担
）
註
却
に
同
じ
。

（
お
）
長
谷
川
昇
「
愛
知
県
自
由
民
権
運
動
史

i

｜
内
藤
・
庄
林
文
書
を
中
心
と
し
て
｜
｜
伺
」
・
東
海
近
代
史
研
究
・
第
三
号
・
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
・
二
頁
｜

一
二
頁
。
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（
担
）
岐
阜
県
高
校
社
会
科
教
育
研
究
会
多
治
見
支
部
郷
土
史
部
会
編
「
小
池
勇
自
叙
伝
」
付
・
歴
史
評
論
・
第
八
九
号
・
昭
和
三
十
二
年
十
月
・
八
四
頁
、
「
愛
岐
日

報
」
・
明
治
十
四
年
士
一
月
十
、
十
一
一
百
付
（
長
谷
川
・
前
掲
「
愛
知
県
自
由
民
権
運
動
史
｜

l

内
藤
・
庄
林
文
書
を
中
心
と
し
て
｜
！
？
・
東
海
近
代
史
研
究
・
第

三
号
・
一
四
頁
）
。

（
お
）
長
谷
川
昇
「
愛
国
交
親
社
の
性
格
｜
｜
原
口
清
氏
の
聞
に
答
え
て
｜
｜
」
・
歴
史
評
論
・
第
七
八
号
・
昭
和
三
十
一
年
八
月
・
一
三
頁
。

（
お
）
手
塚
・
寺
崎
・
前
掲
「
新
資
料
」
・
法
学
研
究
・
第
五
十
五
巻
第
二
号
・
九
二
頁
。

（
幻
）
本
稿
二
四
五
頁
参
照
。

（
お
）
手
塚
・
寺
崎
・
前
掲
「
新
資
料
」
・
法
学
研
究
・
第
五
十
五
巻
第
二
号
・
一
一
七
貰
。

（
卸
）
前
掲
資
料
・
法
学
研
究
・
第
五
十
五
巻
第
二
号
・
一O
六
頁
。
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む

す

び

以
上
、
「
自
由
党
史
」
に
み
え
る
二
般
的
大
動
乱
」
計
画
、
す
な
わ
ち
静
岡
事
件
関
係
者
と
加
波
山
事
件
、
飯
田
事
件
、
名
古
屋

事
件
、
大
阪
事
件
関
係
者
と
の
つ
な
が
り
を
検
討
し
、
同
書
の
記
述
に
は
偽
り
が
な
く
、
ほ
ぼ
真
相
を
つ
た
え
る
も
の
と
み
と
め
ら
れ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
な
か
で
も
静
岡
・
飯
田
・
名
古
屋
事
件
関
係
者
の
つ
な
が
り
は
、
相
互
の
計
画
に
決
定
的
な
影
響

を
あ
た
え
る
ほ
ど
に
緊
密
で
あ
り
、
明
治
十
七
年
十
二
月
は
じ
め
の
段
階
に
お
い
て
、
各
事
件
関
係
者
が
一
斉
蜂
起
以
外
の
、
個
別
的

挙
兵
の
方
向
に
す
す
む
可
能
性
は
、
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
く
わ
し
く
述
べ
た
通
り

(l
) 

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
飯
田
・
名
古
屋
・
静
岡
事
件
は
、
偶
然
に
も
別
個
に
発
覚
し
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
全
く
無
関
係
の
事
件
と
み
ら

れ
て
き
た
が
、
各
事
件
関
係
者
た
ち
は
、
相
互
の
連
携
を
重
視
し
、
こ
れ
を
深
め
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、
も
し
も
、

十
七
年
十
二
月
初
旬
に
、
飯
田
・
名
古
屋
両
事
件
が
発
覚
す
る
こ
と
な
く
、
謀
議
が
継
続
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
挙
兵
計
画
は
、

一
層
の
進
展
を
み
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
結
果
も
、
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

従
来
、
や
や
も
す
る
と
、
加
波
山
事
件
、
名
古
屋
事
件
、
飯
田
事
件
、
静
岡
事
件
等
々
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
、
「
自
由
党
史
」



に
み
え
る
各
事
件
関
係
者
の
連
携
の
記
述
を
「
つ
く
仁
記
」
と
き
め
つ
け
て
｜
｜
す
く
な
く
と
も
そ
の
判
断
を
回
避
し
た
ま
ま
で
｜
｜
、

個
別
的
考
察
を
す
す
め

一
定
の
評
価
や
結
論
を
み
ち
び
く
傾
向
が
つ
よ
か
っ
た
が
、
「
一
般
的
大
動
乱
」
計
画
に
関
す
る
「
自
由
党

史
」
の
記
述
に
真
、
愚
性
が
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
以
上
、
そ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
明
治
十
七
年
前
後
の
自
由
党
関
係
の

諸
騒
擾
事
件
の
全
般
的
な
評
価
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
た
め
て
再
検
討
を
お
こ
な
う
必
要
性
が
生
じ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

いわゆる「｝般的大動乱」計画について（寺崎）

（1
）
本
稿
二
四
七
頁
参
照
。

（2
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
家
永
三
郎
博
士
が
藤
林
伸
治
氏
と
の
対
談
に
お
い
て
、
「
私
は
前
か
ら
明
治
十
五
年
か
ら
十
七
年
に
至
る
い
わ
ゆ
る
激
化
事
件
が

『
自
由
党
史
』
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
全
国
的
な
つ
な
が
り
を
も
っ
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
散
発
的
な
各
地
の
偶
発
事
件
に
す
ぎ
な
か
っ

た
の
か
と
い
う
点
に
大
き
な
関
心
を
よ
せ
て
き
ま
し
た
。
：
：
：
『
自
由
党
史
』
の
記
事
を
た
だ
作
り
ば
な
し
と
き
め
で
か
か
ら
ず
、
も
っ
と
具
体
的
に
そ
の
裏
づ
け
を

と
っ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
（
家
永
・
前
掲
「
思
想
史
か
ら
み
た
群
馬
事
件
」
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
群
馬
事
件
・
一
九
七
頁

l

一
九
八
頁
）

と
発
言
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

追
配
本
稿
は
、
昭
和
五
十
七
年
九
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
慶
際
法
学
会
大
会
に
お
い
て
、
「
い
わ
ゆ
る
『
一
般
的
大
動
乱
』
計
画
に
つ
い
て

｜
｜
自
由
党
静
岡
事
件
に
関
す
る
新
資
料
を
中
心
にl
l

」
と
題
し
て
発
表
し
た
原
稿
に
、
加
筆
補
訂
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
加
筆
補
訂

に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
後
に
発
表
さ
れ
た
最
新
の
研
究
成
果
（
と
く
に
、
原
口
清
「
静
岡
事
件
研
究
の
新
段
階
』
｜
手
塚
・
寺
崎
両
氏
の
新
史
料
紹
介
に
よ
せ

て
1
1

」
・
静
岡
県
近
代
史
研
究
・
第
八
号
・
昭
和
五
十
七
年
十
月
・
一
頁
以
下
）
を
参
照
し
、
こ
れ
に
論
及
す
る
よ
う
に
心
が
け
た
。
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